







作(smith, 1981;Kachru, 1982)としてまとめられた. ])両氏はこれ以降当学
会を牽引していくことになる代表的な研究者であるが、さらにGraddolや
Boltonなどが加わり研究頚城を広げ深める役割を果たしていく　1988年









今回のテーマはWorld Englihses Today: A Critical Re-evaluation of Theory,
Methodology, and Pedagogy in Global Contextsと題され、約20年の流れを再検
証し、今後の方向性を探るものであったo基調講演・焦点講演に加えて9つ
のパネル・ディスカッションと50件あまりの発表が行われたが、中でも興
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